
 

 

 在住地 1 泊割合 2 泊以上割合 サンプル数 

青森県 ５０．２％ ３３．６％ １，５２９件 

岩手県 ４２．４％ ４９．７％ ４４８件 

宮城県 ４７．５％ ５７．７％ ５６０件 

秋田県 ３５．７％ ６０．１％ ２９７件 

山形県 ＊＊＊＊ ６８．８％ １６５件 

福島県 ＊＊＊＊ ７６．３％ ２５０件 

茨城県 ＊＊＊＊ ８２．４％ ３４１件 

栃木県 ＊＊＊＊ ７７．８％ ２０６件 

群馬県 ＊＊＊＊ ８２．６％ １６６件 

埼玉県 １９．３％ ７８．８％ １，２０９件 

千葉県 ２２．９％ ７５．６％ ９３５件 

東京都 ２０．１％ ７７．６％ ２，３２６件 

神奈川県 １６．９％ ８０．７％ １,４６７件 

中部地方 ＊＊＊＊ ９３．３％ １，６８８件 

近畿地方 ６．５％ ９３．４％ １,４７７件 

中国地方 ＊＊＊＊ ９２．０％ ２７５件 

※表中の＊＊＊＊は来訪件数が極端に少ない場合 

※調査対象は北海道外在住者で、函館市内に６０分以上滞在した人 

 

どのようにしたら函館市に二泊以上してもらえるか 
受験番号 G1010 北海道滝川高等学校 林翔太 

在住地 函館市内 函館市外 

青森県 ６１．２％ ３８．８％ 

岩手県 ５８．９％ ４１．１％ 

宮城県 ５９．７％ ４０．３％ 

秋田県 ４７．５％ ５２．５％ 

山形県 ５５．５％ ４４．５％ 

福島県 ４８．２％ ５１．８％ 

茨城県 ４９．０％ ５１．０％ 

栃木県 ５０．９％ ４９．１％ 

群馬県 ５０．９％ ４９．１％ 

埼玉県 ５４．２％ ４５．８％ 

千葉県 ５４．７％ ４５．３％ 

東京都 ５８．４％ ４１．６％ 

神奈川県 ５５．６％ ４４．４％ 

中部地方 ４４．１％ ５５．９％ 

近畿地方 ４４．５％ ５５．５％ 

中国地方 ４５．２％ ５４．８％ 

 

 

参考文献 ・函館市観光部観光企画課「令和元年度 函館市観光客動態調査」 ・函館山ロープウェイ 

・国土交通省「観光や宿泊業を取り巻く現状及び課題等について」 ・函館市公式観光情報「はこぶら」 

函館市に訪れた人の宿泊数の現状（２０１９年度のデータ） 函館市に訪れた人がどこに宿泊したか（２０１９年のデータ） 
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在住地 二泊以上割合 函館市外に泊ま

る割合 

山形県 ６８．８％ ４４．５％ 

福島県 ７６．３％ ５１．８％ 

茨城県 ８２．４％ ５１．０％ 

栃木県 ７７．８％ ４９．１％ 

群馬県 ８２．６％ ４９．１％ 

埼玉県 ７８．８％ ４５．８％ 

千葉県 ７５．６％ ４５．３％ 

東京都 ７７．６％ ４１．６％ 

神奈川県 ８０．７％ ４４．４％ 

中部地方 ９３．３％ ５５．９％ 

近畿地方 ９３．４％ ５５．５％ 

中国地方 ９２．０％ ５４．８％ 

 

 

全体的に 

5 割以上が 

函館市外に 

宿泊 

どうして二泊が大切なのか 

観光都市として確立されてきた都市では、より長い時間滞在してもらっ

て、観光消費額の向上を狙っていく傾向にある。 

一泊二日から二泊三日にするためにはどうすればよいか 

北海道旅行の一部として函館市に立ち寄る旅行客が

多く、なかなか二泊以上してもらえない 

課題として 

山形より遠くは 

      ４５％以上が市外 

何が必要か 

・もう一泊しなければならない

理由が必要 

 

・一日目の夜に函館山からの夜

景を見て、翌朝に朝市に行き海

鮮類を食べて帰るという流れが

多い。 

 

 

・二泊してでも行きたい

と思わせる魅力の発信 

            

 

見どころ       食べてほしいところ 

城岱牧場 レストラン Genova 

元町（公園） グランポルト 函館 

金森赤レンガ倉庫 カフェテラス 元町 

八幡坂 鉄板焼き VUE MER 

 

 

 

 

 

考えるのは 狙いどころは 

・昼とは違う函館

市が味わえる場

所 

 

・函館市の夜景を

楽しめる場所 

 

 

 

 

 

 

考察             ・夜の魅力をより一層強化 ・夜にもう一度行きたくなる動機作り 

明るい時には見えなかった函館市の魅力を強化することで、「もう一泊して次の夜はここに行こう」を増やしていきたい。 

・二日目の観光をどのよ

うにするか 

 


